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　人ロの動き
　　1月1目現在
男4，122（一7）
女4，217（＋1）
計8，339（一6）
世帯数2，296（±0）

　（）は前月比較
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温泉施設の模型

　
町
の
中
心
市
街
地
（
千
手
中
心
部
）

の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
い
う
「
賑
わ
い

空
間
創
出
事
業
」
の
中
心
と
な
る
「
温

泉
施
設
」
の
実
施
計
画
が
去
年
十
月
二

十
五
日
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

十
一
月
二
十
七
日
の
臨
時
議
会
で
温
泉

施
設
建
築
工
事
（
本
体
・
機
械
設
備
）

請
負
契
約
が
議
決
さ
れ
、
今
年
十
一
月

末
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
、
い
よ
い
よ
動

き
出
し
ま
し
た
。

　
こ
の
施
設
に
か
か
る
総
事
業
費
は
お

よ
そ
八
億
五
千
万
円
（
う
ち
、
建
物
に

か
か
る
分
は
お
よ
そ
五
億
円
）
、
木
造

一
部
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
（
地
下
一

階
、
地
上
二
階
建
）
、
延
床
面
積
一
、

四
三
三
・
三
二
平
方
層
で
、
一
階
に
は

浴
室
1
・
2
（
約
七
十
人
前
後
が
一
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
の
き

に
入
れ
る
広
さ
を
有
す
る
・
檜
と
玉
石

積
み
・
ジ
ェ
ッ
ト
バ
ル
ブ
浴
槽
、
ド
ラ

イ
サ
ウ
ナ
）
、
露
天
風
呂
1
・
2
、
家

族
風
呂
（
介
助
を
受
け
な
が
ら
入
浴
可

能
）
、
大
広
間
（
六
十
四
畳
）
、
小
部
屋

1
・
2
の
ほ
か
、
人
々
の
交
流
の
場
と

な
る
陽
だ
ま
り
ラ
ウ
ン
ジ
で
は
、
農
産

物
の
販
売
や
展
覧
会
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
な
ど
も
で
き
ま
す
し
、
陽
だ
ま
り
サ

ロ
ン
、
足
湯
コ
ー
ナ
を
配
置
し
、
陽
だ

ま
り
サ
ロ
ン
か
ら
デ
ッ
キ
を
わ
た
っ
て

湯
の
ニ
ワ
ヘ
足
湯
に
出
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
ま
た
、
二
階
に
は
仮
眠
室
二
室
、

だ
れ
で
も
自
由
に
気
軽
に
利
用
で
き
る

ラ
ウ
ン
ジ
、
小
部
屋
三
室
が
配
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
温
泉
施
設
の
特
徴
と
し
て
は
、
木
造
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ト
ラ
ス
で
大
き
く
空
間
を
包
み
、
土
、
②

し
っ
く
い
、
木
を
使
っ
た
窓
な
ど
、
自
1
0

然
素
材
を
活
用
し
た
や
わ
ら
か
い
空
間
1

づ
く
り
や
、
段
差
を
な
く
し
た
空
間
の
1
3

つ
な
が
り
を
持
た
せ
て
い
ま
す
。

※
ト
ラ
ス
匪
屋
根
の
け
た
構
え
、
組
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
り

　
　
　
　
　
合
わ
せ
式
の
梁

　
ま
た
、
建
物
の
高
さ
を
極
力
抑
え
て

い
る
ほ
か
、
幅
約
二
・
二
暦
の
雁
木
を

巡
ら
し
、
冬
場
の
安
全
と
と
も
に
、
今

後
隣
接
し
て
建
設
さ
れ
る
他
施
設
へ
の

利
便
も
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

温
泉
熱
を
利
用
し
た
床
暖
房
や
屋
根
融

雪
、
井
戸
水
で
冷
風
を
吹
き
出
し
て
夏

場
の
冷
房
に
活
用
す
る
な
ど
、
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
最
大
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
周
辺
に
は
既
設
の
総
合
セ
ン

タ
ー
や
商
工
会
館
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

な
が
ら
、
健
康
プ
ー
ル
や
商
業
施
設
、

福
祉
施
設
、
生
涯
学
習
施
設
・
ホ
ー
ル
、

広
場
な
ど
順
次
建
設
、
各
施
設
と
も
雁

木
で
つ
な
が
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
十
二
月
八
日
、
同
施
設
の
建
築
工
事

に
か
か
る
安
全
祈
願
祭
が
現
地
で
挙
行

さ
れ
、
関
係
者
お
よ
そ
四
十
人
が
参
列
。

工
事
の
無
事
完
成
と
安
全
を
祈
願
し
ま

し
た
。
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▲温泉施設建築工事起工式刈初（かりぞめ）

　の儀で、鎌入れをする田ロ町長

温
泉
施
設
建
設
地

所要室床面積表

小部屋1

小部屋2

家族風呂

家族風呂脱衣室

22．61

27．13

13．30

9．31

仮眠室1

仮眠室2

階段

収納

49．93

49．93

15．02

3．88

倉庫、給湯室、トイレ他 20．23 2Fラウンジ 30．92

脱衣室1

トイレ、倉庫

浴室1
脱衣室2
トイレ、倉庫

46．23

9．45
95．26

46．23

9．45

小部屋3

小部屋4

小部屋5

廊下、階段収納

15．30

16．20

16．20

31．88

浴室2 95．26 2階床面積合計 229．26㎡
男女・多目的トイレ、収納
事務、倉庫他

41．60

59．15 機械室、電気室ポンプ
大広間
給湯室、倉庫

131．25

36．36
ドライエリア

177．59

エントランス
風除室、下足コーナー

廊下1、2、3、4
陽だまりサロン

陽だまりラウンジ

46．66

100．21

27．70

184．09

地下室床面積合計 177．59㎡

外階段 4．99

1階床面積合計 1026．47㎡ 延床面積 1433．32㎡
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今年4月から

　　　　，灘

欝鰍　毒轍

　　　欝　　灘熊糞　　撚　　騨　繍　撚欝
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熱
　
　
　
鑛
　
　
　
　
馨

　
　
　
　
　
囎
灘
…

－
毫
羅
灘
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撚
．

　
、
廃
棄
物
講
策
叢
雛
麟
イ
嶽
鐵
難
策
を
総
奢
釣
・
駄
画

鮒
繕
推
難
欝
癒
遷
斑
の
籟
環
型
縫
会
形
成
獲
逡
暴
本
法

、
、
雛
票
戴
鍵
隼
慧
痔
機
翻
建
さ
れ
，
災
難
溝
費
・
大
餐
廃

藁
の
漁
方
灘
灘
欝
型
縫
会
．
か
壌
．
燦
娩
、
誘
嶺
撞
を
軽
．

．
藏
慧
懸
る
難
鯵
縦
社
会
鰯
徳
環
型
祉
会
礫
へ
の
変
革
が

．
・
襲
め
、
灘
叢
叢
雛
ま
蕪
”
“

皿
、
，
驚
轟
擁
擁
域
衛
叢
欝
穀
組
合
で
鱗
従
来
の
新
鷺
紙
。

一
雑
誌
・
．
羨
蕊
シ
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
・
峯
乳
躍
ッ
嚢
・
縮
類

繕
撫
え
．
鞭
蕪
4
月
か
ら
ペ
ッ
ト
ボ
欝
薙
・
欝
レ
ー
・

欝
繋
蹴
麺
容
器
も
資
源
物
と
し
て
分
鋼
叡
集
儀
取
製
組

『
『
麹
驚
き
叢
欝
撮
。
諜
た
、
再
資
源
化
を
よ
鱗
｝
層
推
進

饗
蕎
だ
誘
嚢
鍵
鰹
錐
4
月
が
ら
溺
竃
揖
、
新
驚
繕
烈
嬢

幾
類
轡
、
叢
慧
簗
灘
ス
華
ッ
タ
類
繕
を
資
源
ど
し
驚
分
別

叡
蒙
饗
る
議
選
髭
籔
ま
、
し
、
楚
．

◎色別に備え付けのコンテナに入れてください。
排
出
場
所
で
一一　　　　　　　　「贈曙ワ　　　　　　　　　　ー周ノ　　　　　　　　　　ー）

　　　　　無色のびん　　　　　茶色のびん　　　その他の色のびん
＊袋から出して、裸のまま入れてください。（割れていてもかまいません〉（黒・青・水色・緑など）

＊「無色透明」、「茶色」にはっきりと区別できないものは、「その他の色のガラスびん」に入れてください。
　（例…「水色と透明」少しでも青みがかったものは、「無色透明のビン」ではなく「その他のビン」のコン
　テナに入れてください。）

　

2

分
別
方
法

　
び
ん
類
は
、
「
無
色
」
「
茶
色
」
「
そ

の
他
の
色
」
の
3
色
に
分
別
し
て
排
出

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
は
、
品
目
が
多
い
た
め
、
品

目
を
限
定
し
て
収
集
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

　
今
後
は
、
町
内
の
衛
生
推
進
員
等
の

皆
さ
ん
を
対
象
に
説
明
会
を
開
催
す
る

と
と
も
に
、
3
月
に
は
収
集
日
程
や
収

集
品
目
、
排
出
方
法
が
入
っ
た
「
ご
み

カ
レ
ン
ダ
ー
」
と
保
存
版
チ
ラ
シ
を
全

戸
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。

・
清
涼
飲
料
・
ワ
イ
ン
・
ウ
イ
ス
キ
ー
・
栄
養
剤
・
コ
ー
ヒ
ー
・
調
味
料

・
佃
煮
・
食
用
と
し
て
用
い
た
空
き
び
ん

（
駈
罫
籍
曇
鷺
．
酢
）
な
ど
の
生
き
び
ん
僕
）

口
出
し
方

○
中
は
空
に
し
て
、
水
洗
い
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
設
置
す
る
3
つ
の
収
集
カ
ゴ
に
、
「
無
色
」
「
茶
色
」

　
「
そ
の
他
の
色
」
の
個
々
に
分
け
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ト
レ
ー
・
パ
ッ
ク
類

・
色
、
柄
の
つ
い
た
ト
レ
ー
（
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
も
の
）

・
惣
菜
ト
レ
ー
・
み
そ
の
パ
ッ
ク
・
菓
子
類
の
仕
切
・
豆
腐
の
パ
ッ
ク

・
す
し
ト
レ
ー
・
盛
皿
ト
レ
ー
・
市
販
弁
当
の
容
器
・
卵
ヶ
ー
ス
・
果
物
の

　
透
明
ケ
ー
ス
・
味
の
り
な
ど
の
大
型
パ
ッ
ク
・
カ
レ
ー
、
シ
チ
ュ
ー
、
シ
ユ

　
ー
マ
イ
、
ギ
ョ
ウ
ザ
の
受
け
皿

■
カ
ッ
プ
類

・
プ
リ
ン
、
ゼ
リ
ー
、
乳
酸
飲
料
の
容
器

■
ボ
ト
ル
類

・
シ
ャ
ン
プ
ー
、
リ
ン
ス
の
容
器
・
風
呂
用
洗
剤
の
容
器
・
台
所
用
洗
剤
の
容
器

■
ふ
た
類

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
び
ん
類
の
ふ
た

■
そ
の
他

・
お
ぼ
ん
・
箸
箱
・
か
ご
・
ハ
ン
ガ
ー
（
針
金
の
な
い
も
の
）
・
じ
ょ
う
ろ
・
漬
け

　
物
桶
・
ポ
リ
バ
ケ
ツ
・
ご
み
箱
・
定
規
、
筆
箱
・
風
呂
桶
・
衣
装
ケ
ー
ス

ロ
出
し
方

○
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
も
の
だ
け
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
中
は
空
に
し
て
、
水
洗
い
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
容
器
と
ふ
た
は
、
必
ず
分
離
し
て
く
だ
さ
い
。

○
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
収
集
か
ご
は
、
す
べ
て
一
緒
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
共
通
H
ラ
ベ
ル
・
値
段
シ
ー
ル
は
、
は
が
し
て
く
だ
さ
い
。
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燃
え
る
ご
み
・
埋
め
立
て
ご
み
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
料
化
を
検
討
し
て
い
ま
す

護
減
ら
な
い
ご
み

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
再
資
源

が
効
果
を
あ
げ
つ
つ
あ
る
一
方
で
、
再

資
源
化
さ
れ
ず
に
「
ご
み
」
と
し
て
排

出
さ
れ
る
量
は
依
然
と
し
て
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
ご
み
の
量

も
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
n
年
度
の
場
合
、
十
日
町
地
域

衛
生
施
設
組
合
に
お
け
る
ご
み
処
理
費

用
は
約
6
億
7
、
8
8
7
万
円
で
、
こ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圏燃えるごみ
．　　　　　ごみ排出量と処理費の推移　團埋め立てごみ

巨…資源ごみ2，000

1，800

1，600

1，400

1，200

1，000

脚
㎝
㈱
200

0
　　　　　平成8年度　　　　　　　　平成9年度　　　　　　　　平成10年度　　　　　　　　平成11年度

処理費　　　49，834千円　　　　　　　60，729千円　　　　　　　62，736千円　　　　　　　67，887千円

れ
を
市
・
町
の
住
民
－
人
当
り
に
換
算

す
る
と
、
1
万
2
、
9
5
7
円
を
負
担

し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
受
益
者
負
担
で

　
　
　
　
　
　
ご
み
処
理
を

　
あ
な
た
は
、
日
ご
ろ
か
ら
ご
み
の
減

量
化
や
資
源
ご
み
の
分
別
排
出
を
心
掛

け
て
い
ま
す
か
。

　
ご
み
処
理
が
税
金
で
ま
か
な
わ
れ
て

い
る
現
在
は
、
多
量
に
ご
み
を
出
し
て

も
、
処
理
費
用
を
直
接
気
に
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
反
対
に
、
ご

み
の
減
量
に
努
め
て
い
る
人
の
成
果
も
、

す
ぐ
に
は
分
か
ら
な
い
仕
組
み
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
ご
み
処
理
や
計
画
中
の
管

理
型
最
終
処
分
場
（
霧
谷
埋
立
地
）
の

建
設
・
維
持
管
理
は
、
排
出
量
に
応
じ

た
受
益
者
負
担
も
組
み
入
れ
な
が
ら
実

施
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う

考
え
に
立
ち
、
川
西
町
で
も
燃
え
る
ご

み
・
埋
め
立
て
ご
み
の
有
料
化
の
検
討

を
始
め
ま
し
た
。

護
検
討
内
容

①
現
在
の
指
定
袋
を
模
様
替
え
し
、
ご

　
み
処
理
経
費
を
含
ん
だ
料
金
で
購
入

　
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

②
新
規
の
指
定
袋
の
1
枚
当
た
り
の
料

　
金
は
、
ご
み
収
集
運
搬
費
や
処
理
経

　
費
な
ど
を
参
考
に
、
次
の
金
額
を
負

　
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
大
　
5
0
円
（
現
在
約
9
円
）

　
　
中
3
0
円
（
現
在
約
6
円
）

　
　
小
　
1
5
円
（
現
在
約
5
円
）

※
現
在
の
指
定
袋
は
、
5
0
枚
入
で
大
4

　
6
6
円
・
中
3
1
7
円
・
小
2
3
5

　
円
で
す
。
こ
れ
に
は
、
ご
み
処
理
経

　
費
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

③
埋
め
立
て
ご
み
に
つ
い
て
も
、
指
定

　
袋
で
排
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

④
残
っ
て
い
る
既
存
の
指
定
袋
を
使
用

　
す
る
場
合
は
有
料
化
分
の
シ
ー
ル
を

　
購
入
し
、
張
り
付
け
て
排
出
し
て
い

　
た
だ
き
ま
す
。

⑤
既
に
有
料
化
と
な
っ
て
い
る
持
ち
込

　
み
・
事
業
系
ご
み
の
処
理
手
数
料
額

　
も
改
定
し
ま
す
。

⑥
実
施
時
期
は
、
平
成
1
3
年
7
月
以
降

　
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

護
有
料
化
の
効
果

　
有
料
化
の
効
果
と
し
て
、
次
の
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

①
ご
み
の
量
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
、

　
減
量
化
が
期
待
で
き
ま
す
。

②
分
別
が
促
進
さ
れ
、
資
源
ご
み
の
回

く／）

＼．ノ

　
収
量
が
増
え
ま
す
。

③
ご
み
の
排
出
量
に
応
じ
た
費
用
負
担

　
と
な
る
た
め
、
公
平
化
が
図
ら
れ
ま

　
す
。

　
な
お
、
資
源
ご
み
と
し
て
排
出
さ
れ

た
も
の
に
つ
き
ま
し
て
は
、
従
来
ど
お

り
無
料
で
収
集
い
た
し
ま
す
。

あ
な
た
の
意
見
を

　
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
分
別
収
集
や
ご
み

処
理
の
有
料
化
に
つ
い
て
あ
な
た
の
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

環
境
整
備
課
環
境
衛
生
係

（
奮
6
8
1
3
1
1
1
内
線
1
0
4
）

ま
た
は
十
日
町
地
域
衛
生
施
設

組
合
（
君
52
1
3
9
2
4
）
へ
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　葬

平成13年4月から　　　　　　　　1
　　　家電リサイクル法が施行されます1
　特定家庭用機器再商品化法（家電リサイクル法）が平成13年4月1日から施行
されることになっています。この法律では、家電製品を製造している企業や販売1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き店が、テレビ・冷蔵庫などの家庭用電化製品の収集、運搬、再商品化の責任を負1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　髪
うことを明確にしたものです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　彦

⇒

翻
灘
ぽ
⇒

，
ノ
’
霧
E
馨
き
髪
髪
形
7

網テ対象となる家電製品

（
●

o
O

（
．‘

ゆ
⇒

テレビ→2，700円冷蔵庫一4，600円
洗濯機→2，400円　エアコン→3，500円
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　　　は
　蛇は爬虫類ヘビ亜目の動物で、トカゲ

と同じ先祖を持つといわれています。体

は細長＜、四肢はありません。

　蛇は、古くから人間とかかわりが多い

動物だけに、蛇に関する故事やことわざ

もいろいろあります。　「蛇足」、これは

よく知5れている言葉で日常会話にも使

われていますが、こんな由来があります。

　昔、楚の国の役人が、蛇の絵を一番早

く書いたものが酒を飲あことができると

いう競争をしました。1人がいち早く完

成したにもかかわらず、時間に余裕があ

ったので足を書き足してしまい、負けて

しまったという話です。そのことか5、

あっても意味がないもの、余計なことと

いう意味に使われています。

　21世紀の始まりの今年は巳年。低迷し

ていた景気か5脱出して春を迎え、みん

なが安心して心豊かに暮らせる年にした

いものです。

　町には巳年生まれの万が672人（平成

12年11月1日現在）おいでで，人ロ比は

8．0パーセント。右の表は生まれ年別に

まとめたものです。

　12月20日に役場においでの万の中か

5、8人の万に突然インタビューをお願

いして、お答えいただきました。ご協力

ありがとうございました。

生まれ年 男 女 計 主なできごと

明治38年 1 4 5
仙田村婦人会誕生。

橘青年会創立。

大正6年 12 36 48
川西マニラ麻業組合創業。

岩瀬で、米と海産物を交換する最後の川舟が下る。

昭和4年 55 67 122
千手に電話開通。

12月中旬が6月並みの暖気、40年ぶりの小雪。

16年 62 72 134
内地で珍しい寒気、仙田校で零下15度。

上野校屋外運動場完成。

28年 64 57 121
35年ぶりの早い春、4月2日に積雪皆無。

冷害で大凶作。

40年 33 49 82
川西中学校校舎完成。

母子健康センターできる。

52年 46 37 83
県立川西高等学校開校。

町商工会館オープン。

平成元年 39 38 77
記録的な小雪、最高積雪103cm。

上野地区集落下水道完成。

計 　人312 　人360 　人672

川崎定則さん（朝臼町）

＜昭和7年、申年生まれ＞

　健康が唯一の自慢だったの

に、入院・手術をして病院で

正月を過ごすと騨う、わが家

にとっては多難な年開けとな

った去隼でした。再び与えら

れた命を大切にし、体力の快

復に努めながら、町づく翰の

事業や活動に、微力ながら協

力したいと思って騨ます。

獣

藤田希美子さん縫根深）

〈昭和53年、午隼生まれ》

　4年ぶりに地元樵戻っ誕き

ました。家族ど一緒縫過ごせ

ることは幸せな護豊だと膨み

陰み感繊て騨ます。今隼は、

温泉施設や仙園体験交流館潜

漆一プンするの謙、蓬薫難楽

しみにして騨ます。だ纏懸も

気軽に立ち寄れるよ癒に鞍れ

ば嶽》、な蓬恩羅裟す。

灘鞭

繍鱒

懸

野進i瞳羅さ海1田中繊

《昭禰簿年、・墨隼盤諜蒙癖

　去隼、3隼蕊纏礁家族溢奎
簾集念。轟残なが病気難懸ず．

縫康懸過欝懇幾駕灘が何藻鱗

懸鷺、今隼護懸は爽災鞭交通

事敵濾姦蕉、無災害の町懸お

蓼懇ぽ獲糠。そ懲懸．織の活

性化を進め欝藩考撚鐙住驚き

る鍵謹嶽る蒙懸蟹が蕪講菱簸轟

灘騰欝期

獅林欝蘇さ施鱒屋敷嚢

《昭禰欝年、兼年盤蹴鱗

　烈騰髭戻ゆ臨＄年團、雲国

の盤溝縄やっと雄絃襲難。

去隼は長男が高校礁窯瀬．何

が漫雛擁蝶驚慧議。今難悲

家族全員が健康懸あ総鑓葱

願繊饗難耀i輩。私は、腰痛持

鎧懸逡蓬嬢．騒の氷中蓮動教

室磁参灘騰羅直繊議難薩。縫

康翻一灘皐期建設を望蕩叢輩、

13・1・10⑤



囎礪
　　　墜

難

圃
吻
町
議
会
議
反

南
7
雪
　
　
鈷

力

二
年
元
ユ

’
1
孝
著
紀
り
幕
刺
け
で
す

皆
様
の
仰
ヲ
　

お
祈
ワ
し
4
す

羅

鞭
擁
㈹
　
　
獄
∴

　
　
　
　
難

　　　　壇

切謁
4町

、

墓
ヨ
d
壕
覗
』
司
β
3

邸
望
子
ぐ
妥
か
毒
盆
ぞ

離訟霧さ湘態翻
く昭和総年、朱隼生ま羅繋

　家族みん叢潜健康懸過むせ

鼓盤隼懸珍た。私麟身ぽ、町

の水琳運動教室轄参加愚せ鷲

齢らっているお陰で足腰の痛

みもなく、楽し織体力づ織嬢

をしています。町も様々な事

業で変わ鞭つつあ斡ますが、

町民の声を聞き入れた宥意義

な施設の活用を願って願ます。

関田畠生さ施繰欝鵬
翻嶺繭麗隼．邑隼生ま濠鱗

　去隼は．騨る騨ろ瀬蓬灘が

あ鱗まじたが、公私とも縫充

実し距糖糖隼諏した。飼簸す

るにも健康が第一。虜分だけ

でなく、周ゆのみんなが健康

でいてほし恥と思》・ます。そ

して、今隼も糖ろんなことに

チヤレンジして、楽しい1隼

にしたいです。

璽播美穰築さん1沸鋤

翻霧和魂隼、未隼生まれ》

　東京から嫁騨で6年。去隼、

町の水中運動教室のアシスタ

ン器どじて参加させで糖ただ

きま琶た。皆さんから気軽に

声もかけ懸いただき、嬉しく

恩って恥ます。大学で学んだ

蜘識を生かし、町の皆さんの

健康づくりのお手伝いが少し

でもできればと思っています。

囲糧匪炎さん1上野勢

く昭和＄3年．戌隼生ま灘》

　去年、お懸家の一番の餐き

ご＆は家を新築した蓬と。ま

た、妻も添一ムヘルパー窪級

の資格を取轍、》・ろいろ大変

だろうけれども、みんなで頑

張っていかなければと思って

います。鍛世紀のスター繋、

家族が健康であってほしいと

願って騨ます。
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平成13・14年度
　建設工事入札参加資格申請を
　　　　　　　　　　　受け付けます

　受付期間　平成13年2月1日～2月28日

　提出書類

　①建設工事入札参加資格申請書（県様式で可）

　②営業所一覧表

　③経営事項審査結果通知書の写し

　④町税の納税証明書（町税務課）

　⑤消費税の納税証明書

　　　（未納のないことの証明：税務署）

　提出先及び問い合わせ先

　川西町役場総務課財政係

　　盈68－3111　内線304

　
　　
　

　
　
霧

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
躍

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
難

　
　
　
　
　
　
　
　

蓼
鶉
鍛
薄
熱
毒
棄
、
続
鱒
駕
撫
蕪
羅
灘

…
鱗
灘
集
覇
獲
鍛
協
議
会
規
約
、
禰
変
菱
鱒

譲
が
鏡
髄
、
簗
蓋
，
灘
嬢
源
業
譲
鵬
蕪
灘

漢
皿
慈
灘
諜
簸
難
織
、

『
難
叛
叢
雛
皿
灘
幾
糞
馨
護
辮
羅
蕪
一
，
繋

活用ください奨学金貸与制度
平成13年度の申し込み締め切りは　3月23日

奨学金貸与制度を希望する方を次の要領で募集します。

【貸与を受けることができる方】　（※①～③の全てを満たしていること）

①町に本籍があって、奨学金貸与申込書提出日前1年以上町に居住する方。

②平成13年度に高等学校、高等専門学校、専修学校（修学期間は2年以上）、短期大学及び大学に進学予定か在

　学する学生・生徒（奨学生）を養育する方。

③経済的な理由で学費の支払いが困難な方。

【奨学生の条件】

①町を愛し、勤勉の志が高い方。　②学業成績が優秀と認められる方。

【奨学金の月学】

①高等学校　10，000円　　②高等専門学校　　　20，000円

③専修学校　20，000円　　④大学（短大を含む）30，000円

【貸与期間】

　貸与決定月の翌月から、奨学生が在学する学校の最短修学年限の終
期までです。

【提出書類】

①奨学金貸与申請書　②学校長の推薦書　③成績証明書　④戸籍謄本

　と住民票謄本　⑤健康診断書　⑥平成12年度町県民税所得課税証明

　書（家族全員が載っているもの）

【申し込み】

去年の川西高校入試発表から

　3月23日團までに教育委員会学校教育課へ申し込んでください。申し込みに必要な用紙は、教育委員会に
備えてあります。

　　　　問い合わせは　教育委員会学校教育課　盈68－2167

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13・1・10⑧
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藩
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言

冬もオーブンして：いますノ

　「光の館」はジェームズ・タレル（アメリカ）の設計による体験・宿泊施設です。伝統的な日本家屋のほのかな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　めいそう光と、自ら創り出した様々な光を融合させた、世界でも例を見ない瞑想の空間に仕上げました。中でも、屋根がスラ

イドし、切り取られた空の色が刻々と変化する部屋や、浴槽に入ると体が光に包まれるお風呂などでは、普段体験す

ることができない不思議な感覚に包まれます。

昨年夏に開催された「越後妻有大地の芸術祭」では、メーン施設として人気を呼び、大勢の方が見学や宿泊に訪れ

ました。会期終了後も、大型のコテージとして宿泊はもとより、見学、会議・会合などにも利用でき、全国各地から

来訪者があります。緑に包まれた夏の利用も魅力的ですが、白一色の、冬の「光の館」も別世界の体験ができます。

ぜひ一度、ご家族、グループでご利用ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

5　　宿泊だけでなく、各種会合や懇親会でも利用できます　　　　　　㌔
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

i●利用例　集落や会社の新年会・同級会・各種団体の会議＆懇親会・昼食会などなど　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

＝　　　　　　一食事は自炊・持ち込み可能ですが、ご希望により仕出しの用意ができます一　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

i●料　金　3時間まで10，000円（超過する場合1時間につき5，000円）　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

i　　　　　＜10人で使用した場合1人1，000円で光のプログラム体験と入浴ができます＞i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

：　　　　　※ただし、宿泊者がいる場合は午後3時までの利用となります。　　　　　　：
　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　φ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

■施設内容■

○施設　居室3室（12．5畳、8畳、6畳）、キッチン、洗面所、浴室、駐車場

○設備　冷暖房、冷蔵庫、オーブン、炊飯器、食器洗浄機、基本的な調理器具と食器、寝具　ほか

○定員　12人（宿泊の場合）

○料金　見学：大人500円　小学生250円

　　　宿泊：基本料20，000円＋1人あたり3，000円（小学生1，500円）

　　　会議：10，000円（3時間〉…各種会合や食事会席もできます。

※お問い合わせ　盈0257－68－4419（光の館宿泊係）

⑨13．1．10

　・蓑鑓獺難彗版観幾菱鱗臓欝紙l

iを嚢羅鱗蒙鯵癒。藁希望の秀iぽ．

．役場購発諜騰瀞2灘一麗一3難菊

、・．蒙謙お撫馨畿鱈驚繍。



家庭・職場・地域みんなで参加

第15回かわにし雪まつり

▼10人の気持ちをひとつに、走れや走れ

鍵

期日：3月3日（土）・4日（日）

会場＝総合体育館脇特設会場

▼なに食べよっかな～

▼世相を反映した作品も登場

騒歎、

灘
、

、
，齢

　　鐵

醐　　一

鱗
、
．

檎糟

　灘灘醐鰹

3日の部 4日の部
☆ミニS　L試乗会（午後1時～6時）

☆おなじみ屋台村（午後4時～）

☆ステージイベント（午後6時～）

・スノーミレニアム＆ダンス甲子園

・雪像コンテスト表彰

・ミレニアム記念大抽選会

・雪中大花火

☆ミニS　L試乗会（午前10時～午後1時）

☆健脚とチームワークの集塾成

　10人11脚レース（午目lj10時～12時）

☆3簾礁本撒譲会1謙鱗場に1鷲叢欝……、諜響ま，嚢蟻驚☆

、難羅…擁ll、翻懸避，さ…雛．

大きな雪像は無理とお考えのあなた。
雪だるまを作って雪まつりに参加しま
せんか。

雪だるまに1点灯すれば幻想的な雰囲気

も楽しめます。 　　　　￥
雪像に埋め込んだ
光源

灘撒一 ㈱灘灘

13・1・10⑩
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・
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。
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。
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。
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が
現
れ
な
か
っ
た

の
は
、
こ
れ
ら
の
実
績
が
高
く
評
価
さ

れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

二
期
目
も
無
投
票
当
選

　
南
雲
春
雄
の
任
期
満
了
に
よ
る
町
長

選
挙
と
、
町
議
会
議
員
の
欠
員
に
よ
る

補
欠
選
挙
は
昭
和
六
十
二
年
六
月
二
十

日
に
執
行
さ
れ
た
が
、
立
候
補
を
届
け

出
た
者
は
両
選
挙
と
も
各
一
名
で
い
ず

れ
も
無
投
票
と
な
っ
た
。
当
時
の
模
様

を
十
日
町
新
聞
（
昭
和
六
十
二
年
六
月

二
十
日
号
）
が
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
報

じ
て
い
る
。

　
任
期
満
了
に
伴
う
川
西
町
長
選
挙
と

川
西
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
は
十
六
日

に
告
示
さ
れ
た
が
、
町
長
は
南
雲
春
雄

氏
（
六
一
）
以
外
に
立
侯
補
の
届
け
出

が
無
く
て
無
投
票
当
選
が
決
ま
っ
た
。

町
議
の
補
欠
選
挙
も
清
水
進
氏
（
三
九
）

が
無
投
票
当
選
し
、
町
議
会
史
上
最
年

少
の
議
員
が
誕
生
し
た
。

　
南
雲
氏
は
大
字
水
口
沢
生
ま
れ
、
昭

和
二
十
年
五
月
に
満
州
国
立
開
拓
指
導

員
訓
練
所
本
科
（
農
科
）
卒
業
、
二
十

三
年
九
月
千
手
町
書
記
、
以
後
は
川
西

町
の
課
長
、
室
長
な
ど
を
経
て
助
役
と

な
り
、
五
十
八
年
七
月
、
根
津
正
三
氏

の
あ
と
を
う
け
て
三
代
町
長
に
就
任
。

　
清
水
氏
は
大
字
山
野
田
生
ま
れ
、
東

海
大
学
工
学
部
卒
業
、
千
手
孫
六
商
店

社
員
、
川
西
町
商
工
会
青
年
部
長
。

無
投
票
の
重
み
を
背
に

　
十
六
日
午
後
六
時
か
ら
川
西
町
商
工

会
館
で
開
か
れ
た
町
長
当
選
祝
勝
会
に

は
、
丸
山
十
日
町
市
長
、
石
沢
津
南
町

長
、
町
議
会
議
員
、
後
援
会
員
ら
約
九

十
人
が
参
集
し
、
ダ
ル
マ
の
目
入
れ
や

鏡
割
り
な
ど
で
当
選
を
祝
っ
た
。

　
南
雲
町
長
は
「
こ
れ
ま
で
の
施
政
に

町
民
各
位
が
信
頼
を
寄
せ
て
頂
い
た
も

の
と
深
く
肝
に
銘
じ
て
、
今
後
の
町
政

の
執
行
に
当
た
り
た
い
。
今
、
私
の
双

肩
に
は
無
投
票
と
い
う
重
味
が
ず
っ
し

り
と
加
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
重
み
、
こ

の
感
激
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
初
心
に

か
え
っ
て
町
民
の
代
表
と
し
て
人
間
性

の
錬
成
に
つ
と
め
な
が
ら
、
今
ま
で
約

束
し
て
き
た
こ
と
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の

実
現
に
こ
の
五
体
を
燃
焼
さ
せ
る
こ
と

を
誓
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
町
長
と
町
議
の
当
選
証
書
は
、
二
十

一
日
に
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
太
田
長

栄
委
員
長
）
か
ら
授
与
さ
れ
る
。

　
※
南
雲
新
町
長
は
、
こ
の
年
五
月
か

ら
町
内
各
地
で
励
ま
す
会
や
町
政
懇
談

会
な
ど
を
精
力
的
に
開
催
、
一
期
目
四

年
間
の
実
績
を
踏
ま
え
て
「
人
口
を
減

ら
さ
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
高
校
を
卒

業
す
る
人
を
引
き
と
め
る
策
を
講
じ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
な
ど
と
熱
心
に
説

い
て
ま
わ
っ
て
い
た
。

　
こ
れ
ら
の
会
の
中
で
南
雲
氏
は
、
至

期
目
の
四
年
間
に
つ
い
て
「
農
業
生
産

と
工
業
生
産
の
割
合
は
一
対
四
。
農
業

を
べ
ー
ス
に
工
場
誘
致
、
地
場
産
業
振

興
で
農
外
収
入
を
増
や
し
て
い
く
し
か

な
い
」
と
強
調
。
合
わ
せ
て
、
商
業
対

策
は
共
同
店
舗
を
作
る
な
ど
腰
を
す
え
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て

た
対
応
が
必
要
、
雪
対
策
と
し
て
の
流
1

雪
溝
の
お
お
よ
そ
の
計
画
も
で
き
た
、
a

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

な
ど
と
語
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥
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葛
笛
葛

　
戸
籍
の
窓
か
ら

葛
琶
き
き
篭
り
φ
犠
葛

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（　
大
蔵
武
彦
十
日
町
市

　
渋
谷
佳
奈
子
山
野
田
住
宅

昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る

田丸増樋山樋池
口山田口口口竹

サ義正芳信進利
ク雄二英一　治
91　90　85　79　73　60　54

　　　　　　　　　　　　　
正武嘉恵武本本

美夫一美夫人人
ロ　ロ　ロ　ロ　ロ　レ　ロ

　　　西

和小高丸田中松田蔵高柳高五大佐小高星
久海橋山畑川沢村品橋　橋十井藤海橋名
　代　　　　　　　　　　　川
井利一富　喜俊守秀蔵和英静紳益道賢義

工子義平弘彦夫平夫作夫一雄一男弘一則

小大大岩赤田高小室中下根原四野仁塩寺

う
ぷ
声
1
お
す
こ
や
か
に

高
橋
　
ひ
ま
り

　
　
　
　
さ
　
　
や

丸
山
　
　
紗
弥

　
　
　
　
け
ん
す
け

水
落
　
謙
介

　
　
　
　
り
　
　
　
こ

小
川
　
璃
子

　
　
　
　
み
ふ
ゆ

小
野
塚
　
美
冬

　
　
　
　
ゆ
う
り

渡
辺
　
優
梨

恵　　浩律由裕由賢千和美良
　茂　　　美　　美　　恵
子美弥子之子一美彦幸征
栄　上　誘　篭　根　坪
　　　　　り　　所
　　　　　団　　通　　
町　町　地　茜　深　山

（
1
2
月
－
日
～
2
8
日
届
け
出
分
）

ケ十仙白白

倉倉倉瀬倉戸倉脇島田原深田歩口田辛崎

北桐中登高高斉齋星南丸藤丸丸大平藤山
堀生條坂橋橋木木野雲山田山山久澤巻崎
　征　　 由　　　　　　　　　　保
　之石正里克和幸正　吉常　正吉敏　信
明介平一子栄作威五守一徳進幸晴昭明好

N
H
K
『
こ
こ
は
ど
こ
か
な
』
で

　
　
　
川
西
町
が
紹
介
さ
れ
ま
す

放
送
日
　
1
月
1
0
日
困
・
24
日
伽

放
送
時
間
　
午
前
n
時
ω
分
ー
4
5
分

　
内
容
は
、
12
月
2
0
日
号
広
報
か
わ
に

し
お
知
ら
せ
版
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ノ
凝
ヂ
、
◎
、
，
々
，
、
盤
へ
，
聖
’
、
留
、
，
融
1
、
啓
、
1
々
’
、
5
、
，
身
ノ
、
窃
、

1
訂
　
正
1

　
1
2
月
2
0
日
号
「
広
報
か
わ
に
し
お
知

ら
せ
版
」
の
暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
の

中
で
、
1
月
1
8
日
開
催
予
定
の
す
く
す

く
教
室
の
会
場
が
「
総
合
セ
ン
タ
ー
」

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
「
総
合
体
育
館
」

の
誤
り
で
す
。
訂
正
し
ま
す
。

　
㈱
浅
ち
づ
く
鱗
辮
籔
懸
は
、
平
成
欝

、
．
奪
護
灘
識
矯
採
溺
藩
驚
の
継
貫
誉
次
に

よ
穀
纂
集
し
ま
す
。

　
【
募
灘
森
鍵
鷺
若
干
人

　
【
募
集
難
關
繍
董
嬢
麹
碍
～
雛
臼

　
露
募
資
趨

　
鶏
繊
繍
藥
縫
潟
1
目
蔭
お
願
《
短
爽

『
、
蓼
程
簾
の
撃
歴
を
有
し
、
溝
2
0
歳
獄

上
30
歳
繁
溝
の
者
懸
，
、

住
又
は
懇
タ
董
ン
希
望
考
譲

　
（
要
普
通
免
許
〉

【
職
務
内
容
】
　
｝
般
箏
務
及
醗
温
鎌
、

　
　
　
　
　
　
施
設
に
関
攣
る
繋
．
蘇

【
勤
務
先
】
　
㈱
ま
鎧
嚢
《
灘
灘
灘
F

※
そ
の
侮
詳
も
く
懲
．
欝
饗
錫
婆
羅
・

鱗
調
藤
釜
雛
ー
韮
騒
鷺
薫
講
灘

薦
橋
）
ま
懸
。

百
年
後
の
人
た
ち
に
贈
る
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

～
未
来
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
＆
贈
り
物
ア
イ
デ
ア
募
集
！
～

　
県
で
は
、
2
0
0
1
年
4
月
2
0
日
（
み
ど
り
の
日
）
に
、
『
に
い
が
た
「
緑
」
の

百
年
も
の
が
た
り
』
の
県
民
運
動
の
ス
タ
ー
ト
を
告
げ
る
イ
ベ
ン
ト
「
に
い
が
た
2

0
0
1
年
宇
宙
の
旅
」
を
開
催
し
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
22
世
紀
へ

贈
る
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
設
置
し
ま
す
。

　
こ
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
に
入
れ
て
ー
O
O
年
後
の
新
潟
の
人
た
ち
へ
贈
る
「
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
と
、
「
贈
り
物
ア
イ
デ
ア
」
を
皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
ま
す
。

　
【
未
来
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

●
「
l
O
O
年
後
の
あ
な
た
に
」

　
　
1
0
0
年
後
の
「
子
孫
な
ど
縁
戚
関
係
に
あ
る
か
特
に
関
係
の
深
い
特
定
の
人
」
、

　
　
「
あ
な
た
の
住
ん
で
い
る
地
域
の
人
、
卒
業
し
た
学
校
の
在
校
生
、
市
町
村
．
県

　
　
民
な
ど
」
特
定
の
人
・
未
来
の
人
た
ち
に
あ
て
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
。

　
【
未
来
へ
の
贈
り
物
】

●
「
2
0
世
紀
の
思
い
出
」
…
2
0
世
紀
に
県
内
で
起
こ
っ
た
出
来
事
、
事
件
、
大
会
、

　
　
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
22
世
紀
に
伝
え
た
い
こ
と
。

●
「
2
2
世
紀
へ
伝
え
残
し
た
い
宝
物
」
…
22
世
紀
へ
伝
え
残
し
た
い
、
贈
り
届
け
た

　
い
大
切
な
宝
物
（
伝
統
行
事
、
伝
統
工
芸
、
建
築
物
、
自
然
、
私
の
宝
物
な
ど
）

※
応
募
対
象
…
県
内
に
お
住
ま
い
の
方
か
、
県
外
に
お
住
ま
い
の
新
潟
県
出
身
者

　
に
限
り
ま
す
。

※
応
募
締
め
切
り
は
1
月
31
日
。
要
領
な
ど
、
詳
し
く
は
役
場
開
発
課
に
お
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
（
實
6
8
1
3
1
1
1
　
内
線
3
1
1
・
3
1
2
）
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事
前
濃
斜
指
糞
会

　
　
3
稟
丙

　
年
金
受
給
者
の
方
や
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

で
、
医
療
費
控
除
を
受
け
ら
れ
る
方
の

た
め
申
告
書
の
書
き
方
な
ど
の
還
付
指

導
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
確

定
申
告
期
問
中
は
、
各
相
談
会
場
が
大

変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
会
場
に
お
出
か
け
の
際
は
次

の
書
類
を
お
持
ち
の
う
え
、
相
談
時
間

内
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

●
日
時

　
2
月
6
日
（
火
）

　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
3
0
分

●
会
場

　
総
合
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

●
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の

　
【
共
通
】

　
①
印
鑑
②
筆
記
用
具
③
計
算
器
具

　
④
預
貯
金
の
口
座
番
号
の
わ
か
る
書

　
　
類

　
【
年
金
受
給
者
の
方
】

　
①
年
金
の
源
泉
徴
収
票
②
年
金
以
外

　
　
の
収
入
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
所

　
　
得
金
額
の
わ
か
る
書
類
③
各
種
保

　
　
険
料
控
除
証
明
書

　
【
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
】

　
①
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
②
医
療

　
　
費
の
領
収
書
・
証
明
書

※
詳
し
く
は
、
十
日
町
税
務
署
に
お
尋

　
ね
く
だ
さ
い
。
（
智
5
2
1
3
1
8
1
）

小
わ
じ
　
高
崎
正
風
選

　
　
　
畔
壇

永
ら
え
る
幸
せ
願
ひ
初
詣

永
ら
え
て
初
日
を
拝
む
心
か
な

戴
き
し
越
の
寒
梅
去
年
今
年

　
　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
星
名
　
星
光

踏
み
出
す
世
紀
新
ら
た
に
初
茜

う
た
た
寝
の
枕
に
届
く
賀
状
か
な

ま
る
ま
る
と
ふ
く
れ
し
二
羽
の
初
雀

　
　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

ロ
ー
カ
ル
駅
ス
ト
ー
ブ
囲
む
土
地
読
り

潮
の
香
の
舟
屋
静
ま
り
初
明
り

伝
え
来
し
輪
島
の
艶
も
年
新
た

　
　
　
　
　
　
　
足
立
区
涌
井
ハ
ル
子

さ
＼
や
か
に
二
人
暮
し
の
草
雑
煮

孫
か
ら
の
始
め
て
届
く
賀
状
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
條
　
石
平

子
と
孫
に
新
米
七
つ
荷
を
造
る

黒
牛
の
寝
た
る
如
く
に
山
眠
る

　
　
　
　
　
　
新
町
新
田
　
若
山
　
向
山

小
春
日
に
植
木
の
手
入
れ
終
り
け
り

お
す
そ
分
け
な
り
し
ボ
ー
ナ
ス
仏
前
に

　
　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

山
茶
花
の
花
ほ
め
合
い
て
年
の
暮

夕
富
士
に
向
い
て
急
ぐ
寒
鴉

　
　
　
　
　
　
　
綾
瀬
市
　
野
沢
ま
す
え

息
災
を
祈
り
て
掛
け
る
注
連
飾
り

身
を
の
せ
て
冬
至
南
瓜
を
切
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

新
世
紀
夢
な
る
宝
く
じ
を
買
う

大
掃
除
終
え
て
明
る
き
我
が
家
か
な

　
　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
田
中
　
優
美

　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

ふ
る
さ
と
の
山
は
変
ら
ず
初
茜

燦
燦
と
高
層
ビ
ル
に
初
日
か
な

　
　
　
　
　
　
　
練
馬
区
　
須
藤

年
玉
の
出
る
迄
孫
の
正
座
か
な

孫
達
の
下
心
あ
る
御
慶
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋

平
凡
に
生
き
お
だ
や
か
に
老
の
春

　
　
　
　
　
　
　
小
白
倉

参
道
に
散
ら
つ
く
雪
や
初
詣

名
水
を
汲
み
て
初
釜
開
き
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
石
澤

桜
草
出
窓
に
置
い
て
咲
く
を
待
つ

遊
人

願
以

お
降
り
や
留
守
居
静
か
に
お
茶
を
く
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
口
み
ゆ
き

澄
代

し
と
や
か
に
着
物
着
る
娘
や
松
の
内

　
　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
蔵
品
ハ
ツ
エ

冬
囲
ひ
終
え
て
一
人
の
茶
を
す
す
る

子
に
孫
に
知
己
に
新
米
送
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
町
　
金
子

元
日
の
祝
い
か
さ
な
る
鏡
も
ち

孫
あ
り
て
孫
と
い
う
歌
年
送
る

　
　
　
　
　
　
　
　
元
町
　
田
畑

　
自
転
車
も
磨
い
て
小
さ
き
〆
飾
り

今
日
特
別
に
パ
ン
を
撒
く
初
雀

　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越

　
　
短
　
評
　
　
　
　
　
　
　
正

　
・
ま
る
ま
る
と
ー
「
ま
る
ま
る
」

初
雀
ら
し
い
め
で
た
さ
が
あ
る
。

分
け
と
は
面
白
い
。

　
・
年
玉
の

お
孫
さ
ん
の
姿
に
、

　
し
ま
う
お
じ
い
ち
ゃ
ん
。

　
　
　
　
　

神
3
院
2
（
3
σ
2

（
　
　
　
　
医

院
一
巻
一
院
一
院
一

医
2
藤
8
病
7
医
2

田
5
二
6
条
5
島
5

富
盈
第
盈
中
⑤
大
奮

日
　
　
　
　
　
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日

8
　
　
　
4
　
　
　
　
“
　
　
　
1

2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
月

　
　
　
　
2

鉄
平

吉
治

由
喜

風に
、

・
お
す
そ
分
け
ー
ボ
ー
ナ
ス
の
お
す
そ

　
　
　
　
　
ほ
ほ
笑
ま
し
く
も
真
剣
な

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い
つ
い
は
ず
ん
で

O休日救急医

1月14日　　小林内科医院（中条中町

　　　　⑤52－7155
　　〃　　上村病院（中里村

　　　　公63－2111
　21日　山口医院（下条）

　　　　智55－2003

表
紙
の
写
真

　
七
月
二
十
三
日
か
ら
九
月
十
日
ま
で

の
間
、
十
日
町
地
域
六
市
町
村
を
舞
台

に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
「
大
地
の
芸
術

祭
」
。
三
十
二
か
国
・
一
四
二
人
の
作

家
た
ち
が
地
域
住
民
と
協
働
し
な
が
ら
、

場
所
に
根
ざ
し
た
作
品
を
制
作
し
て
き

ま
し
た
。
町
に
設
置
さ
れ
た
十
八
の
作

品
の
中
で
も
、
世
界
芸
術
界
の
巨
人
ジ

ェ
ー
ム
ズ
・
タ
レ
ル
氏
設
計
に
よ
る

「
光
の
館
」
は
、
大
地
の
芸
術
祭
期
間

中
一
万
二
千
四
百
人
あ
ま
り
の
入
り
込

み
客
を
数
え
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
今
月
号
は
、
初
雪
（
1
2
月

12

日
）
の
後
、
雪
景
色
の
な
か
で
時
間

と
と
も
に
変
化
す
る
光
の
空
間
を
お
届

け
し
ま
し
た
。

血
屈
を
正
し
く
測
る
う
1

　
家
庭
用
血
圧
計
の
普
及
で
、
自
宅
で

手
軽
に
血
圧
測
定
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
血
圧
は
、
心
臓
か
ら
全
身
に
血
液
を

送
り
出
す
と
き
に
、
血
管
に
加
わ
る
圧

力
で
す
。
一
日
の
う
ち
で
、
上
っ
た
り

下
っ
た
り
変
動
し
て
い
ま
す
。

　
診
察
室
で
水
銀
血
圧
計
で
測
っ
て
も

ら
っ
た
数
値
と
、
自
宅
で
家
庭
用
血
圧

計
で
測
っ
た
数
値
が
違
う
と
い
う
場
合

も
あ
り
ま
す
。
機
器
の
仕
組
み
は
違
い

ま
す
が
、
ど
ち
ら
も
測
っ
た
と
き
の
血

圧
を
そ
の
ま
ま
示
し
て
い
ま
す
。
『
白

衣
性
高
血
圧
』
と
い
っ
て
、
医
師
や
看

護
婦
さ
ん
な
ど
白
衣
を
着
た
人
を
前
に

す
る
と
、
無
意
識
の
う
ち
に
緊
張
し
て

血
圧
が
上
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
、

そ
の
た
め
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
家
庭
用
血
圧
計
で
は
、
不
整
脈
の

あ
る
方
で
は
、
正
確
さ
に
欠
け
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
家
庭
で
測
っ
た
血
圧
値
を
か
か
り
つ

け
医
に
持
参
し
診
察
を
受
け
る
事
は
、

診
察
の
参
考
に
な
り
ま
す
。

H
家
庭
で
の
血
圧
測
定
の
ポ
イ
ン
ト
“
麗

①
血
圧
計
を
正
し
く
傳
　
　
幽

カ
フ
（
騒
霧
を
巻
く
饒
巻
購

き
方
を
正
し
く
す
る
．
　
　
麗

②
測
る
と
き
の
条
件
を
そ
ろ
え
る
。

　
食
事
は
一
時
間
前
ま
で
に
す
ま
せ
、

紺
晒
響
は
鏡
舞
鍵
騨
螺

高
血
圧
を
防
ぐ
た
め
に
も
自
分
の
血

圧
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
定
期
的

に
測
定
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
嶋

を
’
き
馳

　
1
9
へ
。

薄。

　　　　　　　　つ盟

　　　　　測る5分ぐらい前から安静

30分ぐらい前からコーヒーやたばこを絶っ、

⑱　　　13．　1．10
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▲推薦「えっぷり押し」
　　黒島善助さん（高原田）さん（高原田）

▲特選r藤井の里」
　　茂野誠一郎

》
準
特
選
「
朝
霧
」

　
桜
沢
正
司
さ
ん
（
十
日
町
市
）

灘
㎜

さん（沖立）
▲入選　「卜トロ」

　　星名節子

’
　
－

今
回
は
、
去
る
十
一
月
四
日
～
五
日
に
実
施
さ
れ
た
第
五
回
か
わ
に
し
自
満

祭
の
一
環
と
し
て
企
画
さ
れ
た
『
か
わ
に
し
い
い
と
こ
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
』
の

中
か
ら
、
入
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

薫辮灘鑛鰯■

さん（中屋敷）

臨糠

▲
▲入選　r大地の芸術祭」

　　　村山　武さん（高原田）

▲入選　r春の装い」
　　小　林　利　男　さん（十日町市）

（2月号は上野小学校です）

▲入選　「山里の花」
　　　茂野孝志さん（高原田）

13．1。10⑭


